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要旨　桜島は鹿児島県鹿児島市にある活火山で，

現在も活発な活動を続けている．桜島の海岸系に

は溶岩に由来する転石海岸や扇状地由来の海岸が

みられる．過去の研究おいて稲留・山本（2005）

のように，溶岩の流出年代の違いやこれによる転

石の性質の違いが貝類相にどのような影響を与え

ているかを調査したものがあるが，この調査では

桜島北西部など未調査の箇所があった．そこで本

研究では，桜島全体の海岸を調査し，後鰓類相お

よび二枚貝類相の生息現況を明らかにすることを

目的とした．

　調査は桜島の海岸に 8ヶ所の調査地点を設置し

て行った．採取は大潮の干潮時に，見付け取りに

より行った．採取した後鰓類・二枚貝類は必要な

処理を行った後に同定，データ処理をし，まとめ

た．

　データをまとめた結果，後鰓類は桜島の 8つの

海岸から合計 25種が得られた．最も多くの種が

出現したのは桜島西部，最も少なかったのは桜島

北東部，南東部の地点であった．後鰓類は同種が

複数の地点から出現することが少なく，複数の地

点から出現したのは 25種中 3種であった．二枚

貝類は桜島の 8つの海岸から合計 25種が確認さ

れた．最も多くの種が出現したのは桜島北部の地

点で，最も少なかったのは桜島東部の地点であっ

た．後鰓類よりも複数の地点でみつかる種が多

かったが，1地点からのみ出現した種もいた．

　今回の調査の結果から，後鰓類および二枚貝類

については以下のことが考えられる．後鰓類につ

いては 8地点中 1地点からしか出現しなかった種

が多くみられたが，これらの種の分布様式が狭い

と結論付けることは難しいと考えられた．また，

出現したクロシタナシウミウシのなかには今後の

研究により，その詳細が明らかになると考えられ

る種が含まれていた．二枚貝類についてはカリガ

ネエガイ Barbatia (Savignyarca) virescensが全地点

から出現し，過去の研究と併せて考えると本種は

桜島において最も一般的な種であるといえる．

　はじめに

　桜島は鹿児島県，錦江湾の湾奥に位置する活火

山である．桜島の誕生は約 1万 3千年，姶良カル

デラの南東に出現した．溶岩の流出などを伴いな

がら成長し，まず最初に桜島の原形となる北岳成

層火山が形成された．次いで誕生したのが南岳成

層火山であり，北岳同様に成長，形成された．そ

してこの北岳，南岳の間に誕生したのが中岳であ

り，現在ではこの 3つがほぼ同じ高さに並ぶため，

桜島の全景は台形に近い形をしている．

　また，桜島の各所には異なる年代の溶岩流出に

より形成された転石海岸がみられる．その中でも

代表的なのが桜島西部に位置する袴腰で，この場

所は過去にも貝類に関する研究が行われてきた場

所であり，行田（2007）の中においても生息する

貝の一例が紹介されている．しかし，いずれも桜

島の一部の海岸もしくは一部の種に限定したもの

がほとんどである．このような中で桜島の複数の
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海岸を調査地点とし研究を行ったものに稲留・山

本（2005）がある．この研究は，溶岩流出の年代

の違いが貝類相に与える影響について調査したも

のである．しかし，この研究においては調査地点

にやや偏りがあり，特に桜島北東部については調

査が行われておらず，桜島全体を網羅したもので

はない．

　また，巻貝の仲間である後鰓類に関しても，桜

島に焦点を絞って行われた研究は過去にはない．

後鰓類図鑑である中野（2013）においては写真の

撮影地のひとつとして錦江湾が含まれているが，

桜島というひとつの地点においてその分布状況を

まとめたものはない．このため今現在，桜島にお

いての後鰓類の分布状況は一切明らかになってい

ない状況である．

　そこで本研究では，桜島の複数の海岸にて調査

を行い，そこから桜島全体の後鰓類および貝類の

分布状況についてデータを得ることを目的とし

た．

　材料と方法

研究対象

本研究は軟体動物の後鰓類および二枚貝類を

対象として行ったものである．後鰓類とは，新分

類体系において軟体動物門腹足綱直腹足亜綱異鰓

上目の内の 1グループという位置にいる生物で，

これにはウミウシやアメフラシの仲間が含まれ

る．後鰓類という名称は，この一群が鰓を心臓よ

りも身体の後方にもつことから付けられたもので

ある．彼らは巻貝の仲間であるが，貝殻は消失す

る方向へと進んでいる．このため，軟体部の形や

色は多様性に富む．体長は数 mmから数十 cmに

なるものまであるが，多くは数 cm程度である．

ほぼすべての種が海産であり，南北に延びる日本

近海では熱帯・亜熱帯種，温帯種，亜寒帯種がみ

られ，1000種以上が確認されている（生物学御

研究所，1948；波部ほか，1999；伊藤，1999；平

野，2009）．

二枚貝類は軟体動物門二枚貝綱に属する生物

である．また，足の形から斧足類，鰓の形から弁

鰓類，頭部を欠くことから無頭類とも呼ばれる．

身体の構造は軟体部を左右から二枚の石灰質の殻

が包むという造りをしている．殻の形は三角形，

丸型，前後に細長いものなど様々であり，二枚の

殻は通常左右等殻であるが，そうならないものも

いる．巻貝とは異なり口内には歯舌および物を飲

み込むための筋肉が存在せず，また触角や眼と

いった構造も無い．生息場所に関してもすべてが

淡水産もしくは海産であり，陸産の種は存在しな

い．海産のものは満潮線付近から水深 10000 mの

深海まで広く分布し，日本の周辺では約 1000種

程度が知られている．

調査地

本研究は桜島を調査地とし，調査は桜島周縁

の海岸 8カ所を調査地点として設定し行った（図

1）．調査地点は桜島全体を調査する，という目的

からこれを満たすように設置する必要があった．

このため，地質の状況（鹿児島県，1972；福山・

小野，1981；石川，1992）も加味しながら，おお

よそ 8方位と同じ方向に位置する海岸を調査地点

として選んだ．以下に示す 8地点が今回の調査地

点 で あ る．Pt. A・ 桜 島 西 部 袴 腰（31°35ʹN, 

130°36ʹE），Pt. B・桜島北部二俣町（31°38ʹN, 

130°39ʹE），Pt. C・桜島南部有村町（31°33ʹN, 

130°40ʹE），Pt. D・桜島南西部赤水町（31°34ʹN, 

130°37ʹN），Pt. E・桜島東部浦之前（31°36ʹN, 

130°43ʹE），Pt. F・桜島北西部藤野町（31°37ʹN, 

130°37ʹE），Pt. G・桜島北東部割石崎（31°38ʹN, 

130°40ʹE），Pt. H・桜島南東部牛根麓（31°33ʹN, 

Fig. 1．桜島における調査地点の地図．
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130°43ʹE）．

また設定した地点の内，桜島の東側に位置す

るものに関しては流出した溶岩により生じた地形

のため，8方位からややずれた位置に設定するこ

ととなった（Pt. E, G, H）．特に桜島南東部の調査

地点（Pt. H）についてはやむを得ず桜島に最も

近い海岸を選んだものであり，厳密には桜島では

ない．

調査手法

本研究では野外で採取したサンプルを実験室

で処理し，データを得た．手順は以下の通りであ

る．まず，野外での採集の手順からみていく．野

外においての採取は 2013年 4月から 12月の間に

実施した．採取は大潮の日の最干の前後 1時間を

目安に，各地点の潮間帯の上部から下部までを範

囲とし，採取方法は見付け取りにて行った．次に

採取したサンプルの実験室内での処理についてみ

ていく．実験室内での処理は後鰓類と二枚貝類と

で異なる方法をとった．後鰓類については，まず

生体の撮影を行い，匍匐中の生体全長を測定した．

この後に各個体ともエタノールで固定した．軟体

の一部を切除したものを DNA解析用として

100%エタノールで固定し，残りを 50%エタノー

ルで解剖用として固定した．またサンプルの同定

を，生体あるいは生体写真をもとに中野（2009, 

2011），小野（2004），加藤（2009）を参照し行っ

た．二枚貝類については，まずサンプルを同定可

能な程度に水道水で洗浄した後，乾燥処理を行っ

た．この作業が完了した後に各サンプルの同定を

行った．同定は基本的に奥谷（2000），行田（2007），

今原（2011）をもとに行ったが，同定が困難なも

のに関しては行田（2000, 2007）の著者である行

田義三先生にご意見を頂いて行った．

データの処理

サンプルを同定し得られたデータについては

まず，種名リストという形でまとめた．次にこの

データをもとに各地点の多様度，類似度を求めた．

多様度の計算には Simpsonの多様度指数を用いた

（木元，1975）．式中の Sは科の数，niは第 i番目

の科に属する種の数，Nは得られた種数の合計を

それぞれ示す．

類似度は野村 ･ シンプソン指数を用いて計算

した．式中の aおよび bは異なる 2地点にそれぞ

れ出現した科の数を示し，cは比較する 2地点に

共通して出現した科の数を示す．また，これによ

り算出した値をもとにMountford法を用いてデン

ドログラムを作成した．

　結果

桜島の 8つの海岸から得られた種の一覧

後鰓類および二枚貝類について桜島の 8地点

から得られた個体を種ごとに Tables 1–2に示し

た．また，後鰓類に関しては撮影した生体写真を

図版として掲載した．まず，後鰓類についてみて

いく．後鰓類は桜島の 8つの海岸から頭楯亜目 4

種，無楯亜目 2種，嚢舌亜目 2種，側鰓亜目１種，

裸鰓亜目 15種の合計 24種が出現した．このうち，

裸鰓亜目の 1種については同定に用いた資料の中

に該当すると思われる種が見当たらなかったた

め，Table 1には不明種として記載したが，以後

のデータ処理からは外した．また，クロシタナシ

ウミウシ（Dendrodoris fumata）に関しては複数

の色彩タイプが発見された．これらのタイプは別

種として独立させることもあるが，中野（2013）

ではこれらを同一種としてまとめているため，こ

こでもひとつの種として扱うこととする．

地点ごとに出現した種数をみてみると，最も

多くの種が出現した地点はPt. Aで，嚢舌亜目1種，

裸鰓亜目（不明種を含む）8種の合計 9種が確認

された．これに対し最も出現した種が少なかった

地点は Pt. G, Hの 2地点で，いずれも頭楯亜目 1

種がみつかったのみであった．種ごとに出現した

地点数をみた場合，複数地点で確認されたのはキ

ヌハダモドキ（Gymnodoris citrina），アマクサア

メフラシ（Aplysia juliana），クロシタナシウミウ

シ（Dendrodoris fumata）の 3種であった．キヌ
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ハダモドキ，クロシタナシウミウシは 3地点（そ

れぞれ Pt. C, D, F，Pt. B, E, F），アマクサアメフ

ラシについては 2地点（それぞれ Pt. B, D）から

みつかった．

次に二枚貝類についてみていく．二枚貝類は

桜島の 8つの海岸からフネガイ目 4種，イガイ目

Pt.A Pt.B Pt.C Pt.D Pt.E Pt.F Pt.G Pt.H 出現
地点数 出現率

出現
順位

後鰓目
頭楯亜目
ナツメガイ上科
ナツメガイ科
タイワンナツメ (Bulla ampulla) － － － ＋ － － － － 1 13% 4

ブドウガイ上科
ブドウガイ科
ブドウガイ (Haminoea japonica) － － － － － － ＋ － 1 13% 4

ミドリガイ科
ミドリガイ (Smaragdinella calyculata) － － － － － － － ＋ 1 13% 4

キセワタ上科
カノコキセワタガイ科
アカボシツバメガイ (Chelidonura fulvipunctata) － － ＋ － － － － － 1 13% 4

無楯亜目
アメフラシ上科
アメフラシ科
アマクサアメフラシ (Aplysia juliana) － ＋ － ＋ － － － － 2 25% 3
フレリトゲアメフラシ (Aplysia leachii leachii) － ＋ － － － － － － 1 13% 4

嚢舌亜目
チドリミドリガイ上科
チドリミドリガイ科
コノハミドリガイ (Elysia ornata) ＋ － － － － － － － 1 13% 4
ヒラミルミドリガイ (Elysia trisinuata) － － － － ＋ － － － 1 13% 4

側鰓亜目
カメノコフシエラガイ上科
カメノコフシエラガイ科
ウミフクロウ (Pleurobranchaea maculata) － － － － ＋ － － － 1 13% 4

　裸鰓亜目
裸鰓亜目の一種（不明種） ＋ － － － － － － － 1

ドーリス上科
顕鰓ウミウシ類
キヌハダウミウシ科
キヌハダモドキ (Gymnodoris citrina) － － ＋ ＋ － ＋ － － 3 38% 1
キヌハダウミウシ (Gymnodoris inornata) － － － － ＋ － － － 1 13% 4

隠鰓ウミウシ類
ツヅレウミウシ科
ツヅレウミウシ (Tayuva lilacina) ＋ － － － － － － － 1 13% 4
ヤマトウミウシ (Homoiodoris japonica) － ＋ － － － － － － 1 13% 4
ゴマフビロードウミウシ (Jorunna parva) ＋ － － － － － － － 1 13% 4
クモガタウミウシ (Platydoris ellioti) ＋ － － － － － － － 1 13% 4

イロウミウシ科
シロウミウシ (Chromodoris pallescens) ＋ － － － － － － － 1 13% 4
アオウミウシ (Hypselodoris festiva) ＋ － － － － － － － 1 13% 4

孔口ウミウシ類
クロシタナシウミウシ科
ミヤコウミウシ (Dendrodoris denisoni) － ＋ － － － － － － 1 13% 4
クロシタナシウミウシ (Dendrodoris fumata) － ＋ － － ＋ ＋ － － 3 38% 1

ミノウミウシ上科
ヨツスジミノウミウシ科
フタスジミノウミウシ (Facelina bilineata) － ＋ － － － － － － 1 13% 4
セトミノウミウシ (Setoeolis inconspicua)fp. － － ＋ － － － － － 1 13% 4

オオミノウミウシ科
Baeolidia属の一種（Baeolidia sp.) ＋ － － － － － － － 1 13% 4
イロミノウミウシ (Spurilla neapolitana) ＋ － － － － － － － 1 13% 4

地点合計 9 6 3 3 4 2 1 1

Table 1．桜島 8地点から採取した後鰓類の一覧．＋はその地点で出現した種を，－はその地点で出現しなかった種を表す．



RESEARCH ARTICLES Nature of Kagoshima Vol. 40, Mar. 2014

229

Pt. A Pt. B Pt. C Pt. D Pt. E Pt. F Pt. G Pt. H 出現地点数

二枚貝綱
翼形亜綱
フネガイ目

フネガイ上科
フネガイ科
コベルトフネガイ (Arca boucardi) － ＋ ＋ ＋ ＋ － ＋ － 5
エガイ (Barbatia (Abarbatia) lima) ＋ ＋ ＋ － － － ＋ － 4
カリガネエガイ (Barbatia (Savignyarca) virescens) ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 8
ミミエガイ (Arcopsis symmetrica) ＋ ＋ － ＋ － ＋ ＋ － 5

イガイ目
イガイ上科
　イガイ科

ムラサキイガイ (Mytilus galloprovincialis) ＋ － － ＋ ＋ ＋ － ＋ 5
クジャクガイ (Septifer bilocularis) ＋ ＋ ＋ ＋ － ＋ ＋ － 6
シロインコ (Septifer excisus) ＋ － － － － － － － 1
ヒバリガイモドキ (Hormomya mutabilis) ＋ ＋ ＋ － － ＋ － ＋ 5
ヒナタマエガイ (Musculus nanus) － － － ＋ － ＋ － － 2
タマエガイ (Musculus (Modiolarca) cupreus) － ＋ ＋ － － ＋ ＋ － 4

ウグイスガイ目
ウグイスガイ上科
シュモクガイ科
シュモクガイ (Malleus (Malleus) albus) － ＋ － － － － － － 1

カキ目
イタヤガイ亜目
イタヤガイ上科
イタヤガイ科
ナデシコガイ (Chlamys (Laevichlamys) irregularis) ＋ － － － － － － － 1

ウミギク科
チリボタン (Spondylus cruentus) － ＋ － － － ＋ ＋ － 3

カキ亜目
カキ上科
イタボガキ科
マガキ (Crassostrea gigas) － － － － － － － ＋ 1
ケガキ (Saccostrea kegaki) － － ＋ ＋ ＋ － － ＋ 4

異歯亜綱
マルスダレガイ目

ウロコガイ上科
チリハギガイ科
チリハギガイ (Lasaea undulata) － － － － － ＋ － ＋ 2

トマヤガイ上科
トマヤガイ科
トマヤガイ (Cardita leana) ＋ ＋ － ＋ － ＋ ＋ － 5

キクザルガイ上科
キクザルガイ科
キクザル (Chama japonica) ＋ ＋ ＋ ＋ － ＋ ＋ － 6

モシオガイ上科
モシオガイ科
スダレモシオ (Nipponocrassatella nana) － ＋ － － － － － － 1

バカガイ上科
チドリマスオ科
クチバガイ (Coecella chinensis) － ＋ － ＋ ＋ － － ＋ 4

ニッコウガイ上科
アサジガイ科
　　アサジガイ (Semele zebuensis) － ＋ － － － － － － 1
シオサザナミ科
ワスレイソシジミ (Nuttalia obscurata) － － － － ＋ ＋ － － 2

マルスダレガイ上科
マルスダレガイ科
ケマンガイ (Gafrarium divaricatum) － － － － － － ＋ － 1
アサリ (Ruditapes philippinarum) － － － － － － － ＋ 1
ヒメアサリ (Ruditapes variegatus) ＋ ＋ － ＋ － － ＋ － 4

地点合計 11 15 8 11 6 12 11 8

Table 2．桜島 8地点から採取した二枚貝類の一覧．＋はその地点で出現した種を，－はその地点で出現しなかった種を表す．
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6種，ウグイスガイ目 1種，カキ目 4種，マルス

ダレガイ目 10種の合計 25種を発見した．ただし，

貝殻の欠けや幼貝など同定が不可能と判断したも

のに関しては不明種としてこの結果から除外し

た．

地点ごとの出現種数では，最も多くの種が出

現したのがPt. Bでフネガイ目 4種，イガイ目 3種，

ウグイスガイ目 1種，カキ目 1種，マルスダレガ

イ目 6種の合計 15種であった．逆に最も少なかっ

た地点は Pt. Eで，フネガイ目 2種，イガイ目 1種，

カキ目 1種，マルスダレガイ目 2種の合計 6種で

あった．

種ごとの出現地点数をみた場合，最も多く出

現したのはカリガネエガイ（Barbatia (Savignyarca) 

virescens）で，全調査地点で確認された．これに

対し，1地点のみで確認できたのが 8種おり，シ

ロインコ（Septifer excisus），シュモクガイ（Malleus 

(Malleus) albus），ナデシコガイ（Chlamys (Laevi-

chlamys) irregularis），マガキ（Crassostrea gigas），

スダレモシオ（Nipponocrassatella nana），アサジ

ガイ（Semele zebuensis），ケマンガイ（Gafrarium 

divaricatum）， ア サ リ（Ruditapes philippinarum）

であった．

多様度の計算結果

次に Simpsonの多様度指数を用いて計算した

後鰓類・二枚貝類ごとの各地点の多様度を Tables 

3–4に示した．後鰓類では，最も高い多様度を示

Pt. A Pt. B Pt. C Pt. D Pt. E Pt. F Pt. G Pt. H
ナツメガイ科 0 0 0 1 0 0 0 0
ブドウガイ科 0 0 0 0 0 0 1 0
ミドリガイ科 0 0 0 0 0 0 0 1
カノコキセワタガイ科 0 0 1 0 0 0 0 0
アメフラシ科 0 2 0 1 0 0 0 0
チドリミドリガイ科 1 0 0 0 1 0 0 0
カメノコフシエラガイ科 0 0 0 0 1 0 0 0
キヌハダウミウシ科 0 0 1 1 1 1 0 0
ツヅレウミウシ科 3 1 0 0 0 0 0 0
イロウミウシ科 2 0 0 0 0 0 0 0
クロシタナシウミウシ科 0 2 0 0 1 1 0 0
ヨツスジミノウミウシ科 0 1 1 0 0 0 0 0
オオミノウミウシ科 2 0 0 0 0 0 0 0

合計 8 6 3 3 4 2 1 1

Simpson's多様性指数 3.556 3.600 3.000 3.000 4.000 2.000 1.000 1.000 

Pt. A Pt. B Pt. C Pt. D Pt. E Pt. F Pt. G Pt. H
フネガイ科 3 4 3 3 2 2 4 1
イガイ科 4 3 3 3 1 5 2 2
シュモクガイ科 0 1 0 0 0 0 0 0
イタヤガイ科 1 0 0 0 0 0 0 0
ウミギク科 0 1 0 0 0 1 1 0
イタボガキ科 0 0 1 1 1 0 0 2
チリハギガイ科 0 0 0 0 0 1 0 1
トマヤガイ科 1 1 0 1 0 1 1 0
キクザルガイ科 1 1 1 1 0 1 1 0
モシオガイ科 0 1 0 0 0 0 0 0
チドリマスオ科 0 1 0 1 1 0 0 1
アサジガイ科 0 1 0 0 0 0 0 0
シオサザナミ科 0 0 0 0 1 1 0 0
マルスダレガイ科 1 1 0 1 0 0 2 1

合計 11 15 8 11 6 12 11 8

Simpson's多様度指数 4.172 6.818 3.200 5.261 4.500 4.235 4.481 5.333 

Table 4．桜島 8地点における二枚貝類の多様度．数字は該当する科がその地点で何種出現したかを表す．

Table 3．桜島 8地点における後鰓類の多様度．数字は該当する科がその地点で何種出現したかを表す．
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したのは桜島東部の Pt. Eであった．この地点で

は 4科（チドリミドリガイ科，カメノコフシエラ

ガイ科，キヌハダウミウシ科，クロシタナシウミ

ウシ科）の後鰓類が各科とも 1種ずつの合計 4種

が出現し，多様度は 4.0を示した．合計の種数で

は Pt. Aが 8種と最も多かったものの，科レベル

でみた場合出現したのは 4科（チドリミドリガイ

科，ツヅレウミウシ科，イロウミウシ科，オオミ

ノウミウシ科）であったため，Pt. Eよりも多様

度は低くなった．逆に最も多様度が低くなったの

は，多様度 1.0を示した Pt. G, Hの 2地点で，い

ずれも 1科 (Pt. Gはブドウガイ科，Pt. Hはミド

リガイ科 )，1種の後鰓類が出現した．

二枚貝類では，Pt. Bが多様度 6.8を示し最も

高かった．この地点では合計 10科の二枚貝類（フ

ネガイ科，イガイ科，シュモクガイ科，ウミギク

科，トマヤガイ科，キクザルガイ科，モシオガイ

科，チドリマスオ科，アサジガイ科，マルスダレ

ガイ科）が出現した．このうちフネガイ科，イガ

イ科についてはそれぞれ 4種，3種が出現したが，

これ以外の 8科についてはそれぞれ 1種ずつしか

確認されなかった．これに対し，最も多様度が低

かったのは Pt. Cの多様度 3.2であった．この地

点では合計 4科（フネガイ科，イガイ科，イタボ

ガキ科，キクザルガイ科）が出現した．フネガイ

科，イガイ科については複数種が確認されたが，

イタボガキ科，キクザルガイ科は 1種ずつであっ

た．

また，後鰓類・二枚貝類を比較した場合，多

様度が最高・最低となる地点が異なるということ

が分かった．後鰓類では Pt. Eで最高となったと

ころが，二枚貝類では Pt. Bで最高値を示した．

逆に後鰓類では Pt. G ,Hで多様度が最低となるの

に対して，二枚貝類では Pt. Cで最低となった．

デンドログラムを用いた地点間の類似度について

野村・シンプソン指数で類似度を求め，

Mountford法を用いて作成したデンドログラムを

参照しながら各地点が互いにどの程度類似してい

るのかをみていく．各地点間の後鰓類相の類似度

を Fig. 2Aに示した．後鰓類相を用いてデンドロ

グラムを作成した場合，類似度 0.4を基準に大き

く 3つのクラスターに分けることができた．それ

ぞれ Pt. B, C, D, E, F，Pt. A，Pt. G, Hが形成する

クラスターである．この結果では，桜島の西側の

地点（Pt. B, C, D, F）間で類似度 0.500と相対的

に最も高い類似性を有することが示されたが，同

じ西部でも唯一 Pt. Aはこの 4地点と比べ類似度

は 0.083と大きな差があることが分かった．逆に

桜島東部の Pt. Eが Pt. B, C, D, Fと類似度 0.479

とより近い類似性を示した．また，Pt. G, Hに関

しては他地点との類似度は 0で，類似性はみられ

なかった．

二枚貝類相の類似度は Fig. 2Bに示した．得ら

れた二枚貝類のデータを元にデンドログラムを作

Fig. 2A．後鰓類相から求めた 8地点の類似度を示すデンド
ログラム．縦軸は類似度を示し，図中のアルファベルッ
トは各地点に対応する．

Fig. 2B．二枚貝類相のから求めた各地点間の類似度を示す
デンドログラム．縦軸は類似度を示し，図中のアルファ
ベットは各地点と対応する．
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成したところ，類似度 0.5を基準にして 5つのク

ラスターに分けることができた．Pt. D, E, H，Pt. C，

Pt. B, G，Pt. A，Pt. Fの 5つである．Pt. D, E, Hは

位置する場所は互いにやや距離が離れているもの

の，8つの海岸の中では 0.667と最も高い類似度

を示した．これに次いで高い類似度を示したのは

Pt. B, Gで類似度 0.545であった．残りの 3地点

に関しては他地点との類似度が相対的に低く，そ

れぞれ独立したクラスターに含まれる結果となっ

た．

　考察

後鰓類

今回の調査の結果，桜島の 8つの海岸から合

計 24種の後鰓類が出現した．これらの内，複数

の調査地点から出現した種は 3種［アマクサアメ

フ ラ シ（Aplysia juliana）， キ ヌ ハ ダ モ ド キ

（Gymnodoris citrina），クロシタナシウミウシ

（Dendrodoris fumata）］のみで，残りの 21種に関

しては各種ともひとつの地点からしか出現しな

かった．この結果から桜島に生息する後鰓類は，

多くの種が狭い分布様式を示すという特徴をもっ

ているようにみえる．しかし，この結果のみでこ

のように結論付けるのは難しいと考えられる．こ

れは今回の野外採取だけではその地点に生息する

後鰓類を網羅できていない可能性があるためであ

る．今回の調査では，複数回調査を行った地点は

8地点中 2地点のみで残りの 6地点では一度しか

採取を行わなかった．複数回の採取を行った Pt. 

A–Bではそれぞれ 9種と 6種の後鰓類が出現し

たが，調査回ごとに出現した後鰓類には違いが

あった．最終的に複数の調査で出現したのは Pt. 

A–B両方とも 1種のみで，残りの 8種，5種に関

しては 1度の調査で確認できたのみであった．こ

のことから，他の 6地点においても調査を重ねる

ことにより新たな種を確認できる可能性がある．

また，今現在桜島を調査地として後鰓類の分布を

調査した研究は過去になく，潮間帯限定であるも

のの，本研究は初めて桜島産後鰓類について調査

を行った．そのため，過去のデータと比較・総合

したより精度の高い結果を出すことは現段階にお

いて不可能である．このため，桜島というあるひ

とつの地点における後鰓類相のより正確な分布を

得る場合にはさらに調査を重ねる必要があり，今

後のさらなる結果が必要である．

二枚貝類

今回の調査の結果，桜島の 8ヶ所の海岸から

合計 25種の二枚貝類が出現した．また，複数の

地点にわたって出現が確認された種がいくつかい

たが，その中でもカリガネエガイ（Barbatia 

(Savignyarca) virescens）が最も多く地点から出現

した．今回の調査では，カリガネエガイを含むフ

ネガイ科の二枚貝は 4種が出現した．この内，カ

リガネエガイを除く 3種［コベルトフネガイ（Arca 

boucardi）， エ ガ イ（Barbatia (Abarbatia) lima），

ミミエガイ（Arcopsis symmetrica）］はいずれも複

数の地点から出現したものの，その地点数は 4地

点もしくは 5地点と全地点の内の半数程度にとど

まったが，唯一カリガネエガイは全地点から出現

した．このことから，カリガネエガイは桜島にお

いて最も一般的な二枚貝であると考えられる．こ

れは過去に桜島を調査地として行われた研究の結

果によっても支持されるものである．稲留・山本

（2005）では桜島 6地点の海岸を調査地点として

貝類の調査を行ったが，この時の調査でもカリガ

ネエガイはすべての地点から出現したと報告して

いる．しかし，この調査が行われた地点は桜島の

東部に偏っており，桜島全体の分布を網羅したも

のであるとは言えなかったが，今回の調査では空

白となっていた桜島北西方向（Pt. B, Fが該当）

および南東方向（Pt. Dが該当）においてもその

分布状況を調査してデータを得た．その結果，カ

リガネエガイが生息することが明らかとなった．

このことから桜島全体でみた場合に，カリガネエ

ガイは最も一般的な種として生息しているという

ことがいえる．

今回の調査で Pt. E–Fから採取したクロシタナ

シウミウシ（Dendrodoris fumata）の個体は，そ

の体色がやや透明な黒色に背面が赤色線で細く縁

取られていた．また，背面上には不透明で体色よ

りも濃い黒色の斑紋を有していた（図版Pt. EのD，
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図版 Pt. Fの B）．中野（2013）によれば，クロシ

タナシウミウシには複数のタイプが存在すること

が確認されている．そのタイプのひとつは体色が

黒色で背面が黄色線や暗赤色線で縁取られる，と

いうものである．また，このタイプは浅所，日光

の差し込む場所にみられる．今回 Pt. E–Fから採

取した個体は体色，背面の縁取り，生息場所とい

う点ではこのタイプと一致している．だが，クロ

シタナシウミウシの中の別のタイプには斑紋をも

つタイプが存在する．このタイプは背面が赤褐色

や黄白色で，褐色や暗色の斑紋を有している．ま

た生息場所は先のタイプとは対照的に光の差し込

まない場所にいることが多い．体色や生息場所に

ついては Pt. E–Fから得られた個体とは一致しな

いものの，斑紋をもつという点ではこのタイプと

一致している．今後，この Pt. E–Fから出現した

クロシタナシウミウシに焦点を当てた研究が行わ

れれば，この個体がどういった位置を占めるのか

が明らかになると考えられる．また，中野（2013）

によればクロシタナシウミウシという種について

は，先に紹介した複数のタイプを同種として扱う

のか，あるいは別種として独立させるのかという

点でいまだに結論が出ていない状態である．Pt. 

E–Fで確認されたクロシタナシウミウシが，新種

であるという可能性を除けば，本種の中にあるタ

イプの扱いを決定する材料となることも考えられ

る．

Pt. Eには先に示したクロシタナシウミウシの

他 に も， ウ ミ フ ク ロ ウ（Pleurobranchaea 

maculata）やキヌハダウミウシ（Gymnodoris 

inornata）といった肉食性の後鰓類が出現した．

ウミフクロウは今回の調査で唯一出現した側鰓亜

目の後鰓類で，様々な底生生物を餌とする雑食性

である．餌とする底生生物としては他種の後鰓類

の他，ゴカイ，ヨコエビ，クモヒトデ，二枚貝，

ヒドロ中，死んだイカや魚などが挙げられる．こ

れに対しキヌハダウミウシその食性が専門的であ

り，後鰓類の中でも他種の裸鰓類および嚢舌類を

餌とする後鰓類専門食である．捕食の例としては

クロシタナシウミウシ，シロウミウシ，キャラメ

ルウミウシ，ダイダイウミウシなどが報告されて

いる．Pt. Eにおいてはこの 2種がこの地点にお

ける食物連鎖あるいは食物網の中に組み込まれて

いることは間違いない．ウミフクロウに関しては

その雑食性から，Pt. Eに生息する多種の底生生

物との間につながりをもつことが考えられる．逆

にキヌハダウミウシは専門的な食性を示すことか

らウミフクロウに比べると餌とする種数は限られ

るが，後鰓類間でのつながりを示す種であること

から先に示したクロシタナシウミウシと関係して

いる可能性が考えられる．すなわち，Pt. Eに生

息する生物を包括的に調査することにより，この

地点における後鰓類およびその他の底生生物に

よって作られる食物連鎖もしくは食物網の繋がり

を明らかにすることができると考えられ，またこ

の地点において後鰓類がどのような地位を占めて

いるのかを明らかにすることができるものと考え

られる．
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図版（Pt. A）．A：コノハミドリガイ Elysia ornata, 20 mm；B：裸鰓亜目の一種（不明種），40 mm；C：ツヅレウミウシ Tayuva 
lilacina，55 mm；D：ゴマフビロードウミウシ Jorunna parva，20 mm；E：クモガタウミウシ Platydoris ellioti，体長未測定；
F：シロウミウシ Chromodoris pallescens，体長未測定；G：アオウミウシ Hypselodoris festiva，15 mm；H：Baeolidia属の一種
Baeolidia sp.，12 mm；I：イロミノウミウシ Spurilla neapolitana，15 mm．
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図版（Pt. B）．A：アマクサアメフラシ Aplysia juliana，100 mm；B：フレリトゲアメフラシ Aplysia leachii leachii，80 mm；C：
ヤマトウミウシ Homoiodoris japonica，50 mm；D：ミヤコウミウシ Dendrodoris denisoni，40 mm；E：クロシタナシウミウシ
Dendrodoris fumata，52 mm；F：フタスジミノウミウシ Facelina bilineata，12 mm．

図版（Pt. C）．A：アカボシツバメガイ Chelidonura fulvipunctata，12 mm；B：キヌハダモドキ Gymnodoris citrina，16 mm；C：セ
トミノウミウシ Setoeolis inconspicua，25 mm．

図版（Pt. D）．A：アマクサアメフラシ Aplysia juliana，50 mm；B：キヌハダモドキ Gymnodoris citrina，13 mm．
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図版（Pt. E）．A：ヒラミルミドリガイ Elysia trisinuata，25 mm；B：ウミフクロウ Pleurobranchaea maculata，47 mm；C：キヌ
ハダウミウシ Gymnodoris inornata，40 mm；D：クロシタナシウミウシ Dendrodoris fumata，45 mm．

図版（Pt. F）．A：キヌハダモドキ Gymnodoris citrina，17 mm；B：クロシタナシウミウシ Dendrodoris fumata，48 mm．


